
京都大学一日体験入学

平成２４年９月１５日(土)京都大学一日体験入学を実施しました。第１学年１７名[男子１

１名、女子６名]、第２学年１４名[男子１０名、女子４名]計３１名が参加しました。

内容

１）大学院生命科学科の紹介

（工学部学術メディアセンター 副センター長 喜多一先生）

２）模擬授業 （大学院生命科学科 吉村成弘先生）

３）研究室の見学

電子顕微鏡等、最先端の機器で見る「ナノ」の世界を体験

４）工学部学術メデイアセンターの紹介 （喜多一先生）

５）模擬授業 （工学部学術メディアセンター センター長 中島浩先生）

６）スーパーコンピューターの見学

生徒の感想より

・まず、ナノの世界を見たこともない特殊な顕微鏡を普段は考えることもない不思議

な世界を見ることができ、大変よかったです。また、スパコンはとても大きく、コ

ストの方も別次元に巨大で驚きました。大学への興味がとても湧きました。

・生命科学科で、DNA やタンパク質を見ることができたり、工学部のスパコンを見る

ことができて嬉しかった。特に私は生命科学科の講義がわかりやすく、興味が深ま

りました。勉強を頑張る気持ちが増しました。

・大学生になったら非常に高度な研究をするのだなと知るとともに、じぶんがそうな

れるかという一抹の不安も出てきた。やはり、日々、物事に対して興味を持ち、そ

こに「なぜ？」と思う心は必要だと感じた。

・写真などで見るのと、実際に大学に来るのとでは本当に全然ちがうと思った。最先

端の研究設備や大迫力のスーパーコンピューターを見学させてもらい、自分も早く

大学に入学して、そのような環境で勉強したいと思った。

・なかなか見ることができない京都大学の中に入って、いろいろと貴重な体験をさせ

てもらい、自分の将来に実感を持てました。研究にはお金がかかるということを改

めて思い知らされました。（特にスパコン） あと、大学はとても広いと思いました。

中前先生による模擬授業


